
工学部 航空宇宙工学科　カリキュラムマップ

【設置の趣旨・必要性】 【養成する人材像】

　航空宇宙の専門分野を深く極めると同時に、全地球的な視野から物事を総合的に考える能力、およ
びシステムデザイン能力を育成するとともに、自主的、継続的に学習し、可能性を切り開く能力、精
神を涵養し、未来を担う人材を育成する。

教育課程 想定される
進路・
就職先

前期 後期 前期 後期前期 後期

  現代社会おいて、航空宇宙産業は、高度な技術が要求される先進国特有の成長産業であり、その技術は自動車、高速鉄道、ガスタービン発電等に広く適用されている。航空宇宙工学は、航空機ならびに宇宙機の開発・運用に関する学問分野であり、空と
宇宙のフロンティアをめざす人類の挑戦を担うとともに、持続可能な社会と地球環境保全との調和をめざす先端的工学分野である。
  このため、大阪公立大学では、これまでの両大学の教育研究資源と実績を継承し、工学部に航空宇宙工学科を設置する。航空宇宙工学を体系的に教授する学科を有するのは関西圏で希少であり、新大学の工学部として大きな特徴の一つとなる。このよう
に工学部 航空宇宙工学科では、社会ニーズに対応し、航空宇宙分野で活躍する人材を育成し、社会に貢献する。

カリキュラム・ポリシー
アドミッション・

ポリシー

④ グローバル化し、高度にネッ
トワーク化された情報化社会に
柔軟に対応でき、多面的に物事
を考えることができる。（CP④,
⑤）

⑤ 国際的コミュニケーション能
力を高め、異文化との交流を行
う対話ができ、自己表現でき
る。（CP①, ②, ③, ④, ⑤）

② 航空宇宙工学の専門知識（流
体力学、推進工学、構造工学、
航法・誘導・制御工学、システ
ム工学、宇宙工学）と技術を体
系的に学び、それらを応用でき
る。
（CP②, ③, ④, ⑤）

１年次 ２年次 ３年次

① 数学、物理学および情報科学
に関する知識を有し、それらを
工学に応用できる。
（CP①, ②）

前期 後期

ディプロマ・ポリシー
４年次

主に
大学院
進学.

就職先は航
空宇宙、電
機、輸送機
器を中心と
する幅広い
関連企業や
研究機関な

ど。

④ 高い倫理観を持
ち、航空宇宙工学の
専門知識と技術を利
用して社会の諸問題
の解決に意欲的に取
り組める人
（CP③, ④, ⑤）

⑧ 生涯学習の観点から、自主
的、継続的に航空宇宙工学につ
いて、その応用を含む学問分野
全般を学習できる。
（CP④, ⑤）

⑥ 航空宇宙工学が社会および自
然に及ぼす影響や効果、および
航空宇宙工学の専門家、技術者
が社会に対して負っている責任
を理解し、倫理観に基づく判
断・行動ができる。（CP④）

⑦ 航空宇宙工学の基礎および専
門技術に関する知識を問題解決
に応用し、システムデザインで
きる。
（CP④, ⑤）

① 基幹教育科目の履修により、教養豊かな人
間性を涵養し、幅広い学修成果を身に付けさ
せる。さらに、工学を学ぶために必要な自然
科学全般についての基盤的知識を修得させる
とともに、生涯に亘る学びの基礎を築く。
（DP①, ⑤）

② 1年次では、学生の幅広い学修を保証し、
豊かな教養を身に付けさせるため、基幹教育
科目及び基礎教育科目を中心に配当する。特
に、英語・初修外国語を必修科目として、グ
ローバルな能力を身に付けるための一助とす
る。また、1年次に「航空宇宙工学基礎 1、2
（必修）」を配当し、航空宇宙工学の最先端
研究を紹介して学科の特色を理解させるとと
もに、航空宇宙工学の基礎力学科目の入門を
講義し、2年次以降の専門科目の導入とする。
（DP①, ②, ⑤）

① 航空宇宙工学の基
礎から応用に対する
強い関心があり、持
続可能な社会の発展
に寄与しようとする
意欲を持っている人
（CP①, ②, ③, ④,
⑤）

② 新しい航空宇宙シ
ステムを創出するた
めの論理的な思考力
と柔軟な創造力の獲
得をめざして、向学
心に溢れる人
（CP③, ④, ⑤）

③ 航空宇宙工学に関
する専門知識と技術
を基に、国際的視野
をもって豊かな社会
の構築に貢献できる
人
（CP④, ⑤）

⑤ 4年次には卒業研究を必修とし、自らが学
び、制約条件の中で計画的に物事を進める能
力を身につけるとともに、航空宇宙工学分野
における最先端の研究テーマを設定して学生
の研究意欲を高め、系統的な研究指導により
基礎的な研究能力を育成する。また、最先端
の専門知識を習得する過程を通して、グロー
バルな視点を養うとともに、国際コミュニ
ケーション能力を育成する。
（DP②, ③, ④, ⑤, ⑦, ⑧, ⑨）

③ 2年次では、初年次の基礎教育科目を中心
とする教育で得られた基礎的で幅広い学修成
果を、3年次以降の専門科目履修に繋げること
を目的として、基幹教育科目のうち基礎教育
科目と航空宇宙工学科の基礎的な専門科目を
中心に配当する。さらに、2年次では「工学倫
理（必修）」を、4年次では「環境倫理（選
択）」を配当し、技術者・研究者としての倫
理観を涵養する。
（DP②, ⑤, ⑨）

④ 3年次以降では、航空宇宙工学の専門科目
を中心に配当し、講義・実験・実習・演習な
どを通して、航空宇宙工学に関する問題解決
に応用できる能力を育成する。演習科目の中
には英語の専門書や論文の輪講を行う科目を
配当し、専門書を読みこなす能力を通して専
門分野の最先端に触れ、グローバルな視点を
育成する。
（DP②, ④, ⑤, ⑥, ⑦, ⑧, ⑨）

③ 航空宇宙工学に関する文章
を、読み、書くことができ、論
理的な議論ができる。
（CP⑤）

⑨ 与えられた制約のもとで計画
的に学習・研究を進め、まとめ
ることができる。
（CP③, ④, ⑤）

初年次ゼミナール

◎総合教養科目 ◎外国語科目
◎健康・スポーツ科学科目 豊かな教養と広い視野

宇宙航行力学
衛星システム設計学

振動工学A

材料力学A

流れ学

航空機構造力学
熱力学A

航空流体力学

航空宇宙工学基礎1 航空宇宙工学基礎2

航空宇宙工学の基礎知識

宇宙環境利用工学 航空宇宙情報通信
システム工学

航空宇宙機の
力学と誘導制御

航空宇宙システム工学
制御工学1B

制御工学2B

航空機構造設計

薄肉構造ダイナミクス

熱流体力学

航空宇宙推進工学
計算流体力学

気体力学

航空宇宙工学の
専門知識

工学倫理 環境倫理エンジニアのための
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ / 経営論

エンジニアの
ための経済学

工学部インターンシップ
倫理・実務技術

微積分1B

線形代数1

基礎力学B1

基礎電磁気学C

基礎物理学実験1B

微積分2

線形代数2B

基礎力学B2

プログラミング入門A

確率統計 確率統計

常微分方程式

複素解析

ベクトル解析

基礎熱力学 自然科学の基礎知識

前・後 前・後

計画立案・課題解決能力、研究能力

航空宇宙工学演習1 航空宇宙工学演習2

航空宇宙工学演習3 航空宇宙工学演習4

航空宇宙工学設計製図1

航空宇宙工学情報処理

航空宇宙工学実験1

航空宇宙工学設計製図2

航空宇宙工学実験2

航空宇宙工作実習 エアロスペースエンジニ
アリングセミナー

知識・技能を活用した問題解決能力の育成

英語文献を用いたグローバルな視点の育成

航空宇宙工学特殊講義A 航空宇宙工学特殊講義B 航空宇宙工学特殊講義C

航空宇宙産業で活躍している外部講師による最先端技術の講義

◎初修外国語科目

情報リテラシー

航空宇宙工学
卒業研究B

航空宇宙工学
卒業研究A

基幹教育科目（基礎教育科目以外）

基幹教育科目（基礎教育科目）

学部共通科目

凡例

専門科目

・ 必修科目 ＝ 赤字・下線

・ 選択科目 ＝ 黒字
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